アセスメントシート（ゴードン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式3-2
学籍番号　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　
	構成
要素
	入院前の状況
	主観的・客観的データ
	分析・解釈
	問題となること

	１．
健康知覚‐
健康管理





	入院前に対象が認識している健康状態

・私はどこも悪くない
（妻から聴取）
	Ｓ：・・・・・・
　又は「・・・・・・・・・・」

O：午後になると病棟内を手すりに捕まりながら歩いている

検査データ等

	1. 現在の状態を入院前や健康時の状態と比較し、次の４つの方向「情報不足」「正常範囲」「看護問題（リスクを含む）」「医療問題」で解釈する
2. [bookmark: _GoBack]看護問題について、その原因・誘因の根拠となるデータから解釈・判断していく
3. 現在の状態が続くと、どのような問題（の悪化）が生じるか推測する
4. 正常範囲（健康）に向かうために、どのような看護援助が必要かその方向性を述べる


	原因・誘因に関連する（による）看護診断

	２．
栄養‐代謝







	
	
	
	

	３．
排泄









	
	
	
	

	４．
活動－運動










	
	
	
	

	５．
睡眠－休息









	
	
	
	

	６．
認知－知覚











	
	
	
	

	７．
自己知覚－
自己概念








	
	
	
	

	８．
役割－関係










	
	
	
	

	９．
セクシュアリティー‐生殖







	
	
	
	

	10．
コーピング‐ストレス








	
	
	
	

	11．
価値‐信念
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